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1 議題 2 会議結果

(1)上 尾公共下水道都市計画及び事
業計画 (認 可 )の 変更について
(2)公 共下水道事業の事後評価 につ
いて

別紙 の とお り

議 事 の 経 過 別 紙 の とお り 傍聴者数  0名

会 議 資 料

・令和 6年 度第 2回 上尾市上下水道事業審議会次第
・令和 6年 度第 2回 上尾市上下水道事業審議会席次表
・上尾市上下水道事業審議会委員名簿

・上尾公共下水道都市計画及び事業計画 (認 可)の 変更について
・ 荒川左岸南部流域関連 L尾公共_下 水道事業計画変更協議 申出書
・公共下水道事業の事後評価について
0社会資本総合整備計画事後評価書
・集 中監視制御 システムについて

議事のて'ん 末・概要に相違なきことを証するため、ここに署名す る。

令和 7年  2月 /″ 日

議長 (委 員長・会長 )の 署名

議 長 に 代 わ る 者 の 署 名

(議 長 が欠 けた ときのみ )



議 事 の 経 過
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つ嘔  面  ・徊 議 題 発 言 内 容 決 定 事 項

(司  会 )
坂内主幹

ただいまか ら、令和 6年度第 2回 上尾市上下水道事業審議会を始め
させていただきます。
開会にあた りま して、作山会長 より、ご挨拶を賜 りたいと存 じます。

(会  長 )
作 山会長

会長挨拶

(司  会 )
坂内主幹

あ りがとうございま した。

それでは、議事に移 らせていただきます。

《資料確認 》

は じめに、資料の確認をお願い します。
・令和 6年度第 2回 上尾市上下水道事業審議会次第
・令和 6年度第 2回 上尾市上下水道事業審議会席次表
・上尾市上下水道事業審議会委員名簿

尾公共下水道都 市計画及び事業計画 (認 可)の 変更に
つ い て

申出書

川左岸 南部流域 関連上尾公共下水道事業計画変更協議

共下水道事業の事後評価 について

会資本総合整備 計画事後評価 書

中監視制御 システムについて

資料 は以上 8点 です。不足 は ございませ んで しょ うか。

≪定数報告 ≫

では、本 日の出席者 について ご報告 させ ていただきます。

上尾 市上下水道事業審議会条例第 6条 第 2項 の規 定 に よ り、「審議
会 は、委員 の過 半数 が出席 しなけれ ば、会議 を開 くこ とがで きない」

とされてお ります。委員総数 15名 の うち、本 日の審議会 には 13名
の出席 をいただいてお ります ので、会議 の開催要件 を満 た してい るこ

とをご報告いた します。

≪議長依頼 》

それでは、議事 に入 ります が、作 山会長 に議長 として議事進行 をお

願 い します。

作 山会長 、 よろ しくお願 い します。

題 1

題 2
９
“

告事項

(議  長 )
作 山会長

それでは、議事 を進行 させていただきます。

皆 さまの ご協力 をお願 い します。

は じめに、会議録署名人を指名 させていただきます。新藤委員、武

藤委員のお二人にお願い します。

事務局に確認 しますが、本 日傍聴希望者はい らっしゃいますか。

(事務局 )

経営総務課長
傍聴希望者 はお りませ ん。



(議  長 )
作 山会長

本 日、傍聴希望者 はい らっ しゃいませ んので、早速議事 に入 りたい

と思います。

それでは 「議題 1 上尾公共下水道都市計画及び事業計画 (認 可 )
の変更について」事務局か ら説 明をお願 い します。

(事務局 )
大井主任

≪議題 1 上尾公共下水道都 市計画及び事業計画 (認 可)の 変更につ
いて 説明 ≫

(議  長 )
作 山会長

事務局か ら説明が終 わ りま した。 内容 については、手続 きを適正 に

進 め られ てい るとい うことで問題 ない と思います ので、今後の事業の

進 め方 について何か ご意見等 は ございますで しょ うか。

(委  員 )
武藤委員

9ペー ジに区域外流入 によ り追加 された区域 とあ りますが、区域外
流入 によ り下水道に接続す る条件等 があれ ば教 えて くだ さい。

(事 務局 )

松本副主幹

上尾市公共下水道区域外流入取扱要綱の条件 が定め られてお りま

す。具体的には、事業計画区域の道路に接する土地であること、既設

の公共下水道施設の能力で下水 を排除す ることができ公共下水道計

画に支障がないこと、通常の維持管理のほかに特別の管理を必要 とし

ないこと、新たに公的負担を伴 う整備を必要 としないこと、生活環境

の改善及び公共用水域の水質保全 に対す る効果 を期待す ることがで

きること、接続工事を実施す る際に道路管理者か ら占用許可を受ける

ことができるものであることとなってお ります。

(議  長 )
作 山会長

そ もそ も市街化調整 区域 は、都市計画税 が賦課 され ていない ことか

ら、原則接続 できるのは市街化 区域 に限 るもの となっています。ただ、

事業計画 区域 の道路 に接す る土地 については、あ る程度条件 を設 けた

うえで区域外 の流入 を一部認 めてい る とい うことですね。

(委  員 )
田島委員

下水道事業における計画の変更 。見直 しはどれ ぐらいの頻度で行っ

てい くものなので しようか。

(事務局 )

松本副主幹

最 上位 計画 で あ る国の東京湾 流域別 下水道整備 総合 計画基本方針

は、平成 19年 に見直 しを行 い、その後令和 5年 に新 たな見直 しを行
いま した。基本的 には、その見直 しに基づいて県や市の計画 を見直 し

てい くことか ら、その頻度 は比較的長期 スパ ンとなってお ります。た

だ、区域 の変更等 に伴 う上尾公共下水道全体計画等の見直 しは必要に

応 じ行 ってお ります。

(委  員 )
山根委員

東京湾流域別下水道整備総合計画基本方針に沿って、東京湾の水質

汚濁は改善 されているので しょうか。

(事務局 )

松本副主幹

国等の報告によります と、合流式下水道の改善事業により、放流 さ

れる汚濁負荷量は一定の水準を確保 されているとのことです。

(議  長 )
作 山会長

他 にご意見 はない よ うです ので、本議題 につ きま しては よろ しいで

しょ うか。以上で、「議題 1 上尾公共 下水道都 市計画及 び事業計画
(認 可)の 変更 について」を終了 します。



(議  長 )
作 山会長

続 きま して、「議題 2 公共下水道事業の事後評価 について」事務局
か ら説明 をお願 い します。

(事務局 )

配島主査
≪議題 2 公共下水道事業の事後評価 について 説明 》

(議  長 )
作 山会長

事務 局 か ら説 明 が終 わ りま した。 事 後 評 価 の 目標 は達 成 され て い る

との こ とで す が 、 達 成 状 況 につ い て ご意 見 等 は ご ざい ま す で し ょ う

か。

(委  員 )
原 田委員

6ペー ジに、雨水対策事業の令和 4年度事業 を令和 5年度 に繰越 し
た とあ ります が、繰越 になった原 因 を教 えて くだ さい。

(事 務局 )

松本副主幹

浅間台地 区の雨水管 を整備 した事業になるのです が、ガス管や水道

管が錯綜 してい る地 区であ り、ガス会社 との調整 に時間を要 した こと

等 が繰越 の原 因です。

(委  員 )
原 田委員

平成 30年 度 当初 か ら令和 4年度末 にかけて、雨水対策達成率が年
1%程 度の増加 となっていますが、今後 の雨水管整備 の見通 しについ
ては どの よ うにお考 えで しょ うか。

(事務局 )

松本副主幹

直近では、上尾市雨水管理総合計画に位 置付 けた重点対策地 区であ

るニ ツ宮地 区 を中心 に整備 を進 めてい きたい と考 えてお ります 。 ま

た、雨水整備 の財源 は公費 となることか ら、今後予算 を確保 できるよ

うに財政部局 と調整 を図ってい きたい と思います。

(委  員 )
田島委員

10ペ ー ジの浅間台地 区の整備 事業 についてですが、近隣住 民の方
か らご意見があったのですが、雨水管整備 と並行 して、道路河川課 が

行 う道路側溝 等 の他 の整備 を同時期 に実施 してい くこ とは難 しいの

で しょ うか。

(事 務局 )

松本副主幹

下水道工事を進めるにあた り、現在 も道路河川課 とは密に調整を図
っているところでございます。今後、各課の予算等の状況もございま

すが、効率的な整備ができるよう引き続 き調整 していきたい と考えて

お ります。

(委  員 )
新藤委員

近年降雨量が増 えてい るか と思いますが、計画策定時点では どの程

度の降雨量 を見込んでいたので しょうか。

(事務局 )

松本副主幹

計画降雨量は 1時 間 57mmで 計算 してお ります。ただ、気候変動
によ り降雨量が増加傾 向にあ りますので、今後の上尾市雨水管理総合

計画の中で検証 を行 っていきたい と思います。

(委  員 )
新藤委員

効果の発現状況 として、浸水被害の解消や軽減が図 られた とのこと

ですが、 どのように検証 されたので しょうか。

(事務局 )
松本副主幹

今回整備 した区域は、これまで浸水被害が発生 していた地区なので

すが、整備後に同 じ地区で新たな浸水被害が生 じていないことから、

効果があった と認識 しているところでございます。



(議  長 )
作山会長

他にご意見はないようですので、本議題につきま してはよろしいで

しようか。以上で、「議題 2 公共下水道事業の事後評価について」を
終了 します。
これで、本 日の議題は全て終了いた しま した。議事進行にご協力い

ただきま して、あ りが とうございま した。 これをもちま して、議長の

任を解かせていただきます。

(司  会 )
坂内主幹

作山会長、あ りが とうございま した。議事は以上でございます。

それでは「次第 4報 告 そヽの他」でございますが、事務局から「集
中監視制御 システムについて」ご報告いた します。

(事務局 )
宮田主幹

≪報告 集 中監視制御 システムについて 説明 ≫

(司  会 )
坂内主幹

報告事項は以上でございます。何かご質問はございますで しょう
か。

(委  員 )
田島委員

従来の個別発 注 に比べて、 1つ にま とめて発注す る方法であるDB
O方 式 を採 用す る こ とで 、 コス ト縮減 が期待 で きる とい うこ とです
が、現時点での見込み を教 えて くだ さい。

(事務局 )

宮 田主幹

未確定ではあ ります が、契約期 間が長期 間になることか ら、経費の

削減 が見込め るところで ございます。

(会  長 )
作 山会長

官民連携 とい うのは、 コス トが削減 できる とい う面 もあ りますが、

む しろ土木技術者不 足 に対応 してい くとい う意 味合 いが強 いのでは

ないか と思います。今後 、事業者 に対 して ど ういった形で しっか りと

したモ ニ タ リングを実施 してい くこ とがで き るかが重要 で あ る と思
います。

(委  員 )
山根委員

他 の 自治体 は、官民連携方式 に移行 してい るので しょ うか。

(事務局 )

宮 田主幹

現時点で全国的に事例は未だ少ない状況です。ただ、国の方針 とし

ては、官民連携 を推進 してい くこととなってお りますので、今後増え
ていくものと思われます。

(司  会 )
坂内主幹

それでは、他 に ご質問が無い よ うです ので 「次第 4報 告 。その他」
を終了 させ ていただ きます。 これ で本 日の議事、及 び報告事項 は、す
べて終了いた しま した。

では、閉会の挨拶 を、井上副会長 か ら賜 りたい と存 じます。

(副 会長 )

井上副会長
副会長挨拶

(司  会 )
坂内主幹

ありがとうございました。
以上で、令和 6年度第 2回 上尾市上下水道事業審議会を終了させて
いただきます。

本 日は、お疲 れ さまで ございま した。



以上のとお り、本審議会の議事の次第を記録 し、本議事録は正確

なることを証するため、署名する。
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議事録署名人 ガ「ガ多=落子

令和 ア年 J月 /J日

議事録署名人 八作
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